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3年 4年 5年 6年
教師と共に単元全体の見 社会的事象から課題を見い 社会的事象について広い視 社会的事象について広い視野
通しをもって，友だちの だして追究し，多様な考え 野から課題を見いだして追 から課題を見いだして追究し
考えにかかわり，違いや同 に進んでかかわり， 他者と 究し，多様な考えに進んで 自分の生き方を考え，多様な考
じところがわかり，新たな ともに新たな考えをうみだ かかわり，三位一体の対話 えに進んでかかわり，三位一体
考えをうみだす。 す。 で自己の変容に気づく。 の対話で自己の変容に気づく。
上記に示した課題意識を深化させていくために社会科としては以下のようなことを大切にしていきたい。
3年 4年 5年 6年
学び方を学び，社会事象に 社会的事象を的確に観察， 間接的な資料をもとに，社会 間接的な資料を理解し，社会
ついて必要なことを集め， 調査し目的に応じて読み取 的事象を的確に観察，調査し目 的事象を的確に観察，調査し










































子どもたちが腺味 • 関心をもつような活動や調査見学を取り｝れた単元計画が必要である。 また， 他の友だち
との学びの知流を考慮した学習課題が大切である。学習課題とは子どもたち⑬ョロ覧聰識からスタートし， ‘相
互の刺嗽をしあう中芍架ヒ発展していくものである。学習課題と出合ったとき，子どもたち虞莱々な詔明を
もちながら追究をはじめる。問顆寄せ奴追究の応勇しがもてる切実感図ぅる学習課顎でなければならない。
(2) ひとり学習における子どもの変容
学習課題と積櫛勺にかかわっていくと，ひとり学習び土環聰識が深まっていく。指導者にとって一人一人のみ
とりと支援が特に重勁こなってくる。ノートや作文，発言から個々の学びをみとり，子どもたちの変容を把握し
ながら単元開如こいかしていきたいと考えている。個□芯じた兒援をすることで，子どもたちが調べてきた様々
な考えをつなぎ，焦点化しながら全体学習をつくつていく。
(3) 対言舌芍ざ習C構築
ひとり学習噂屑ゞてきたことや考えてきたことを全体学習で他者と対話させる中で， 一人一人の学び万質を高
めることができる。対話学習ではともに学訊練り合う場面を即こ大切にしたいと考えている。
4. 研究の評価
自分の思いや皆え方の圏処となる資料等を，ひとり学習でみとるとともにその変容を四：する。様々相甜枷こ
おけるノートや侑匹卒で，個々の学びをみとり評価する。全体学習では話し合バ譴屁通して，対話の深まり
方を探り，評価する。子ども自身が学習を振り返る作文で，公正りて総命的に判析する力が育っているかを評価
する。 単元の導入と終末には作文を書いて，自ら変容を意識し，確かめるようにしている。また，学
びの足跡を掲示したもので確認したり，個々でファイリングしたりすることで，新たな課題を見つけて
学びを深めている。
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